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「四日市市こども計画」策定に向けて
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・こども基本法に基づく「四日市市こども計画」の策定の背景について

⚫ こども基本法の施行及びこども家庭庁の設置（令和５年４月１日）

こども基本法 目的（第１条）

この法律は、日本国憲法及び児童の権利に関する条約の精神にのっとり、次代の社会を担う全てのこどもが、生涯にわたる人格形成の基礎を築き、自立した個

人としてひとしく健やかに成長することができ、心身の状況、置かれている環境等にかかわらず、その権利の擁護が図られ、将来にわたって幸福な生活を送るこ

とができる社会の実現を目指して、社会全体としてこども施策に取り組むことができるよう、こども施策に関し、基本理念を定め、国の責務等を明らかにし、及

びこども施策の基本となる事項を定めるとともに、こども政策推進会議を設置すること等により、こども施策を総合的に推進することを目的とする。

出典：こども家庭庁ＨＰ

政府は、こども施策を総合的に推進するため、「こども大綱」を策定する（第９条第１項）
都道府県は、こども大綱を勘案して、「都道府県こども計画」を定めるよう努めるものとする（第１０条第１項）
市町村は、こども大綱を勘案して、「市町村こども計画」を定めるよう努めるものとする（第１０条第２項）

⚫ こども基本法の６つの基本理念（第３条）

⚫ こども大綱（第９条）及び都道府県・市町村こども計画（第１０条）

法の目的を達成するため、こども施策を更に強力に進める
新たな行政組織として「こども家庭庁」を内閣府の外局に設置

⚫ こども施策に対するこども等の意見の反映（第１１条）

こども施策を策定・実施・評価するに当たっては、こどもや養育者、その他の関係者の意見を反映させるために必要な措置を講じるものとする

2



令和６年８月１日（木）令和６年度第１回四日市市総合教育会議資料 3

・国が示した「こども大綱」【令和５年１２月２２日閣議決定】について

こども大綱とは

少子化社会対策大綱

子供の貧困対策に関する大綱

子供・若者育成支援推進大綱 既存３大綱を一元化し、さらに必要な施策を追加

◆ 国を挙げて取り組むべき、少子化の克服、こども・若者に関する施策、こどもの貧困に関する施策を一つに束ね、これらを総合的に推進

◆ 「こども基本法」第９条第１項に基づく、国の大綱。
◆ こども施策を総合的に推進するため、国のこども施策に関する基本的な方針、重要事項等を定めたもの。

こども大綱の役割

◆全てのこども・若者が身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せな状態（Well-being）で生活を送ることができる

「こどもまんなか社会」を実現

基本的な方針

① こども・若者は権利の主体、今とこれからの最善の利益を図る

② こども・若者、子育て当事者の視点を尊重し、意見を聴き、ともに進めていく

③ ライフステージに応じて切れ目なく十分に支援

④ 良好な成育環境の確保、貧困と格差の解消

⑤ 若い世代の生活基盤の安定、若い世代の視点に立った結婚・子育ての希望の実現

⑥ 施策の総合性の確保

施策を推進するために必要な事項

① こども・若者の社会参画・意見反映

② こども施策の基盤の整備（ＥＢＰＭ、人材確保・育成・支援、包括的な支援体制の構築・強化、情報発信、社会の意識改革）

③ 推進体制の確保（自治体こども計画の策定促進、数値目標と指標の設定、財源確保）
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【新】四日市市こども計画 【現】第２期四日市市子ども・子育て支援事業計画

こども基本法 子ども・子育て支援法

令和７年度～令和１１年度 令和２年度～令和６年度

要検討（こども大綱では明記なし）
「こども基本法」において「こども」は、「心身の発達過程にあるも
の」と定義。
【子供・若者育成支援推進大綱では３０歳未満（一部４０歳未満）】

本市に住む概ね１８歳未満の子どもとその家庭及び子
育てに関わる個人や団体が対象。

• 少子化社会対策計画
• 子ども・若者計画
• 子どもの貧困対策計画
• 次世代育成支援行動計画
• 子ども・子育て支援事業計画 etc.

• 次世代育成支援行動計画
• 子ども・子育て支援事業計画
• 子どもの貧困対策計画（※中間改訂時に追加）

• こども・若者の総合的な計画とする
• 現計画を包含＋こども大綱を勘案する
• こどもの意見聴き取り
• 数値目標の設定とEBPMを検討する

• 子どもの健やかな成長のために適切な環境が等しく
確保されるよう、利用者ニーズ（量の見込み）を調
査し、その結果を踏まえて、提供体制の確保方策を
事業計画として策定する

• 国が示す自治体こども計画策定ガイドラインを踏ま
え、盛り込むべき内容を検討する

• 市総合計画や各種計画との整合を図る
• こども等の意見を聴取し、フィードバックを行う

• 国が示す「量の見込み」の算出等の考え方をベース
に見込み量を算出し、確保方策を計画する

4

・四日市市こども計画と第２期四日市市子ども子育て支援事業計画の主な違いについて

赤字：新計画にて追加が必要な事項

計画期間

根 拠 法

計画に包含する内容

計画策定のポイント

備 考

対 象

現計画を包含する
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子ども・子育て支援事業計画
（子ども・子育て支援法第６１条）

次世代育成支援行動計画
（次世代育成支援対策推進法第８条）

子どもの貧困対策計画
（子どもの貧困対策法第９条第２項）

少子化社会対策大綱

子供の貧困対策に
関する大綱

子供・若者育成
支援推進大綱

こども大綱 三重県こども計画

※令和６年度末策定予定

四日市市
総合計画

※こども計画の
上位計画

四日市市こども計画

こどもの居場所づくりに関する指針

こども未来戦略

子ども・若者計画
（子ども・若者育成支援推進法第９条第２項）

こどもまんなか実行計画

子ども・子育て支援法に
基づく基本指針

国 三重県

etc.

・少子化対策計画
・三重県次世代育成支援行動計画

（附属）
・三重県子ども・子育て支援事業計画
・三重県ひとり親家庭等自立促進計画

（旧）子どもスマイルプラン

四日市市

・学校教育ビジョン
・地域福祉計画
・障害児福祉計画
・人権施策推進プラン
・男女共同参画プラン
・多文化共生推進プラン
・市民協働促進計画
・環境計画

etc.

市各種計画

第２期四日市市子ども・子育て
支援事業計画中間改訂版の範囲

勘案

勘案

勘案・協議（子ども・子育て支援事業計画部分）

整合整合

・「四日市市こども計画」の位置づけについて

少子化社会対策計画
（少子化社会対策基本法） 追

加
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・四日市市こども計画（骨子案）

こ
ど
も
と
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
四
日
市

基
本
理
念

基本方針

➢ こどもの権利が尊重され、

こども自身の意見や視点が

生かされたこども施策を実

行します

➢ 地域、学校、行政をはじめ

として、こどもに関わる

様々な機関が連携して、社

会全体でこどもの育ちを支

える「こどもまんなか社

会」を実現します

➢ 支援を必要とするこどもと

子育て当事者に、確実に必

要な支援が届くよう、支援

の充実と支援人材の育成、

切れ目なく支援がつながる

環境整備に取り組みます

青
年
期

(

18

歳
～)

子
育
て
し
て
い
る
方

◼ 子育てや教育に関する経済的負担の軽減

◼ 地域子育て支援、家庭教育支援

◼ 共働き、共育ての推進、男性の家事・

子育てへの主体的な参画促進・拡大

◼ ひとり親家庭への支援

全

世

代

共

通

◼ こどもの人権尊重

◼ 遊びや体験、活躍できる機会づくり、

生活習慣の形成・定着

◼ こども・若者への切れ目のない保健・

医療の提供

◼ こどもの貧困対策

◼ 障害児や医療的ケア児等への支援

◼ 児童虐待防止対策と社会的養護の推進

及びヤングケアラーへの支援

◼ 自殺対策や犯罪からこども・若者を守

る取組

こども・若者施策の重要事項

◼ 安心してこどもを預けることができ
る環境整備

• 保育士等人材確保事業
• 就学前教育・保育施設の再編
• 幼児教育推進事業

◼ 多様なこどもに対する多様な学びの
場の提供

• 「チーム学校」推進事業
• いじめ防止に向けた取組の推進
• 不登校対策推進事業

◼ 多様なニーズに応じたこどもの居場
所の創出

• こどもの居場所づくり
• 学童保育推進事業
• 部活動の地域移行

◼ 若者の生活基盤の安定と若者の出会
いの機会の創出・結婚の機運醸成

• 若者の就労に係る支援
• マリッジサポート事業

◼ 遊びや体験の機会づくり、生活習慣
の形成・定着

• こどもの芸術体験事業
• 体験型の幼児教育活動の充実
• こどもの生活リズム向上事業

◼ 共働き、共育ての推進

• 仕事と子育ての両立ができる職場環境
支援事業

• 父親の子育て参画推進事業

◼ 児童虐待防止対策と社会的養護の推
進及びヤングケアラーへの支援

・ 養育支援訪問事業
・ 育児フォローアップ事業
・ 支援対象児童等見守り訪問支援事業

◼ こどもの人権の尊重と
「こどもまんなか」社会の機運醸成

• 「こどもまんなか社会」の実現に向け
た周知・啓発

• こどもの意見聴き取りの推進

◼ こどもの貧困対策

• こどもの学習支援事業
• 生活困窮者対策の推進
• 四日市市奨学金支給事業

新

◼ 安心して妊娠・出産、育児ができる
環境の充実

• 妊産婦・乳幼児健康診査充実事業
• 不妊治療医療費助成事業
• 伴走型相談支援事業
• 多胎児育児支援事業

※標記の定義

6

誕
生
前
か
ら

就
学
前
ま
で

◼ 切れ目のない保健・医療の確保

◼ 成長の保障と遊びの充実

◼ 地域子育て支援の充実

• 子育て支援センター事業
• 第２子以降子育てレスパイトケア事業
• 子育て短期支援（ｼｮｰﾄｽﾃｲ）事業

◼ 自殺対策や犯罪からこども・若者を
守る取組

• いじめＳＮＳ相談の充実
• eネット安心出前講座の充実

◼ 障害児や医療的ケア児等への支援

• 発達障害等早期発見支援事業
• インクルーシブ教育推進事業
• 障害児通所支援事業

新

新

新

現計画に記載がなく、こども大綱を
勘案し、新たに盛り込む施策・取組

新

四日市市こども計画における重点施策（案）

※公教育関連は「四日市市学校教育ビジョン」にて推進

新

学
童
期
・
思
春
期

(

6

～
18

歳)

◼ 安心して過ごし学ぶことのできる質の

高い公教育

◼ こどもの居場所づくり

◼ 成年年齢を迎える前に必要となる知識

に関する情報提供や教育

◼ いじめ防止

◼ 不登校のこどもへの支援

◼ 高等教育の修学支援や高等教育の充実、

就労支援、雇用と経済的基盤の安定の

ための取組

◼ 結婚を希望する方への支援、結婚に伴

う新生活への支援

こども自身の意見や視点

が生かされたこども施策

を実行します

社会全体でこどもの育ち

を支える「こどもまんな

か社会」を実現します

現計画からこども大綱を勘案し、

見直しまたは新たに対象となる主な部分
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こどもの居場所づくり
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・国が示した「こどもの居場所づくりに関する指針」【令和５年１２月２２日閣議決定】について

こどもの居場所が必要となった背景

こどもの居場所づくりのポイント

居場所づくりを進めるにあたっての基本的な視点

◼ 居場所がないことは孤独・孤立の問題と深く関係しており、こどもが生きていく上で居場所があることは不可欠
◼ 様々な地域で居場所づくりが実践されており、国としても考え方や指針を示す必要がある

地域コミュニティの変化
地域のつながりの希薄化、少子化の進展によ
り、地域の中でのこどもが育つことが困難に
なっている

複雑かつ複合化した喫緊の課題
児童虐待の相談対応件数や不登校、自殺者数
の増加など、こどもを取り巻く環境の厳しさ
が増している

価値観の多様化
価値観の多様化やそれを受け入れる文化の広
がりに伴い、居場所への多様なニーズが生ま
れている

⚫ 居場所は本人が決めるものである

⚫ 居場所づくりは第三者がつくるため隔たりが生じ得る

⚫ こどもの視点に立ち、声を聴き、居場所づくりを進める

⚫ 結果的に居場所となるものがある（特徴的な例：学校）

⚫ 誰もが居場所を担い得るという自覚をもつ

⚫ できるだけ多様な居場所を創出する

• 居ることの意味を問われない
• 信頼できる、味方になってくれる人がいる

• ありのまま、素のままでいられる
• 誰かとつながれる
• 助けてほしい時に、助けてくれる人がいる

• 安心・安全な場である
• 話を聴いてくれる etc.

居
た
い

• 受け入れてくれる誰かがいる
• 身近にある
• 気軽に行ける、一人でも行ける
• 誰でも行ける
• 行くきっかけがある
• 同じ境遇や立場の人がいる
• いつでも行ける etc.

行
き
た
い

• いろんな人と出会える
• 好きなこと、やりたいことができる
• 意見を言える、聴いてもらえる
• 一緒に学ぶ人、サポートしてくれる人がいる

• あこがれを抱ける人がいる
• 新しいことを学べる
• 自分の役割がある etc.

や
っ
て
み
た
い

◼ こどもの声を聴き、こどもの視点に立ち、こどもとともにつくる
◼ こどもの権利の擁護
◼ 官民の連携・協働

ふやす

◎多様な居場所の創出
・既存施設の活用
・新たな担い手のサポート

みがく

◎より良い居場所へ
・質の向上、連携・協働
・ニーズへの対応

ふりかえる

◎居場所の検証
・指標などによる客観的評価
・知見の蓄積と効果の検証

つなぐ

◎居場所につながる
・情報の可視化
・利用されやすい工夫
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18.1 

18.3 

17.0 

54.6 

56.1 

49.1 

17.6 

16.8 

20.6 

9.3 

8.6 

12.4 

0.5 

0.2 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

積極的に参加したい 機会があれば参加したい

あまり参加したいと思わない 参加したくない

不明・無回答

40.2 

40.2 

39.4 

19.1 

19.2 

19.7 

24.4 

24.2 

25.2 

15.3 

15.9 

13.3 

1.0 

0.6 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

思う 思わない どちらでもない わからない 不明・無回答

9

中高生

問：あなたは、家や学校以外で、居場所になるような場所がほし
いと思いますか。

居場所の需要について

・四日市市こども計画策定に向けたアンケート調査結果【居場所関連】

◆ 全体で「思う」が４０．２％となっている。

問：あなたは今後、地域の行事や活動に参加したいと思いますか。

地域の行事や活動への参加意向について

◆ 中学生で参加意向がある回答が７４．４％となっている。

問：地域の行事に参加する場合、どのようなことができるとい
い、参加したいと思いますか。【複数回答】

地域の行事に求めることについて

49.9 

49.1 

31.3 

28.8 

23.2 

20.0 

17.7 

14.9 

12.2 

11.8 

9.5 

7.3 

0.5 

14.6 

1.5 

52.2 

52.2 

34.2 

29.1 

23.5 

21.5 

18.9 

14.2 

12.0 

12.5 

10.0 

7.4 

0.1 

14.7 

0.8 

40.4 

37.2 

19.3 

27.5 

22.0 

13.8 

12.8 

17.4 

12.8 

9.6 

7.3 

6.9 

1.8 

14.7 

3.7 

0% 20% 40% 60%

趣味の活動ができること

同じ年ごろの子といっしょに遊んだり、

活動したりできること

自由に勉強したり、おしゃべりしたりできること

学校では学ぶことのできない専門的な知識が

得られること

赤ちゃんや小さい子とふれあったり、

遊んだりできること

異文化やいろいろな考えに触れられること

小学生といっしょに遊んだり、活動したりできること

地域のボランティアなどのおとなといっしょに

遊んだり、活動したりできること

市内にある企業（工場や店舗など）を見学すること

パソコン、インターネットを使って、

情報収集や情報交換ができること

高齢者から昔の遊びを教えてもらうなどして、

交流できること

困ったことや悩みが相談できること

その他

特にない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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68.2 

60.6 

56.3 

55.1 

48.6 

43.1 

37.1 

34.5 

33.0 

25.2 

24.1 

22.0 

21.4 

18.5 

0.8 

5.2 

0.9 

71.1 

61.8 

59.2 

55.8 

49.6 

45.1 

38.7 

36.3 

33.7 

26.2 

24.9 

23.6 

23.3 

20.2 

0.7 

5.1 

0.5 

56.9 

56.4 

45.4 

52.3 

44.5 

34.4 

30.7 

28.4 

30.3 

21.1 

20.6 

16.1 

13.8 

11.9 

1.4 

5.5 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

ありのまま、素のままでいられる

信頼できる人、味方になってくれる人がいる

好きなこと、やりたいことができる

くつろげる環境が整っていて、一人で居ても

気にならない

いつでも行きたい時に行ける

気の合う人がいる

身近にある

話を聴いてくれる

自分の意見を言える、聴いてもらえる

食事をすることができる

勉強や宿題ができる

行くきっかけがあり、自分の役割がある

新しいことを学ぶことができる

いろんな人と出会える

その他

特にない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）

86.0 

44.9 

20.1 

17.0 

16.1 

14.1 

11.5 

10.4 

10.1 

9.3 

6.9 

3.9 

1.9 

1.0 

1.6 

2.3 

0.7 

87.1 

46.2 

21.5 

18.8 

17.6 

12.3 

12.3 

11.5 

12.1 

9.6 

7.2 

4.5 

2.1 

1.2 

1.3 

2.6 

0.2 

81.7 

39.4 

14.2 

9.6 

10.1 

20.6 

8.3 

5.5 

2.3 

7.3 

6.0 

1.8 

1.4 

0.5 

2.8 

1.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅の自分の部屋

自宅の自分の部屋以外

祖父母や親戚の家

友だちの家

学校の教室

学校の部活動

インターネットを通じたゲーム・ＳＮＳなどの場や

交流の場

公園などの屋外

塾や習い事

ショッピングセンターやファーストフードなどのお店

学校の教室以外の場所（保健室・図書室など）

地域のスポーツクラブ

放課後等デイサービス

児童館・こども子育て交流プラザ

その他

そういう場所は特にない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）

10

・四日市市こども計画策定に向けたアンケート調査結果【居場所関連】

居場所の現状について

問：あなたには、放課後や休日を過ごす場所として、自分にとっ
て居場所だと感じられる、落ち着いて居心地よくいられる場
所はありますか。【複数回答】

中高生

問：あなたは、家や学校以外で、居場所になるような場所がある
とすればどのような場所がいいと思いますか。【複数回答】

居場所に求めるものについて

86.0 

44.9 

20.1 

17.0 

16.1 

14.1 

11.5 

10.4 

10.1 

9.3 

6.9 

3.9 

1.9 

1.0 

1.6 

2.3 

0.7 

87.1 

46.2 

21.5 

18.8 

17.6 

12.3 

12.3 

11.5 

12.1 

9.6 

7.2 

4.5 

2.1 

1.2 

1.3 

2.6 

0.2 

81.7 

39.4 

14.2 

9.6 

10.1 

20.6 

8.3 

5.5 

2.3 

7.3 

6.0 

1.8 

1.4 

0.5 

2.8 

1.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅の自分の部屋

自宅の自分の部屋以外

祖父母や親戚の家

友だちの家

学校の教室

学校の部活動

インターネットを通じたゲーム・ＳＮＳなどの場や

交流の場

公園などの屋外

塾や習い事

ショッピングセンターやファーストフードなどのお店

学校の教室以外の場所（保健室・図書室など）

地域のスポーツクラブ

放課後等デイサービス

児童館・こども子育て交流プラザ

その他

そういう場所は特にない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）

86.0 

44.9 

20.1 

17.0 

16.1 

14.1 

11.5 

10.4 

10.1 

9.3 

6.9 

3.9 

1.9 

1.0 

1.6 

2.3 

0.7 

87.1 

46.2 

21.5 

18.8 

17.6 

12.3 

12.3 

11.5 

12.1 

9.6 

7.2 

4.5 

2.1 

1.2 

1.3 

2.6 

0.2 

81.7 

39.4 

14.2 

9.6 

10.1 

20.6 

8.3 

5.5 

2.3 

7.3 

6.0 

1.8 

1.4 

0.5 

2.8 

1.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅の自分の部屋

自宅の自分の部屋以外

祖父母や親戚の家

友だちの家

学校の教室

学校の部活動

インターネットを通じたゲーム・ＳＮＳなどの場や

交流の場

公園などの屋外

塾や習い事

ショッピングセンターやファーストフードなどのお店

学校の教室以外の場所（保健室・図書室など）

地域のスポーツクラブ

放課後等デイサービス

児童館・こども子育て交流プラザ

その他

そういう場所は特にない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）

全体で50%以上の項目
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・子どもの生活実態調査報告書【居場所関連】

居場所の需要について

問：あなたは、家や学校以外で、居場所になるような場所がほし
いと思いますか。

小５・中２

居場所の現状について

問：あなたには、放課後や休日を過ごす場所として、自分にとっ
て居場所だと感じられる、落ち着いて居心地よくいられる場
所がありますか。【複数回答】

所得区分について
「等価世帯収入」によって所得区分をⅠ～Ⅲに分類

所得区分Ⅰ：３２５万円以上
所得区分Ⅱ：１６２．５万円以上 ～ ３２５万円未満
所得区分Ⅲ：１６２．５万円未満

「等価世帯収入」＝世帯全体の年間収入÷世帯人数の平方根

（％）
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・子どもの生活実態調査報告書【居場所関連】
小５・中２

問：あなたは、家や学校以外で居場所になるような場所があると
すれば、どのような場所がいいと思いますか。【複数回答】

居場所に求めるものについて

信頼でき
る人、味
方になっ
てくれる
人がいる

ありのま
ま、素の
ままでい
られる

くつろげ
る環境が
整ってい
て、一人
で居ても
気になら
ない

話を聴い
てくれる

身近にあ
る

行くきっ
かけがあ
り、自分
の役割が
ある

いつでも
行きたい
時に行け
る

いろんな
人と出会
える、気
の合う人
がいる

市全体（ｎ=2,436) 71.9 52.7 54.6 54.7 43.5 25.0 59.9 43.1

所得区分Ⅰ（ｎ=1,176) 72.1 56.5 57.3 54.6 47.8 26.6 61.3 44.5

所得区分Ⅱ（ｎ=748) 72.3 49.3 51.9 56.4 42.4 23.7 60.2 44.0

所得区分Ⅲ（ｎ=231) 71.4 50.2 51.1 54.5 32.0 25.1 55.0 42.4

市全体（ｎ=2,323) 67.9 71.8 64.7 44.0 49.8 28.7 63.8 40.2

所得区分Ⅰ（ｎ=1,149) 68.0 72.0 67.2 44.6 51.5 29.5 64.0 41.6

所得区分Ⅱ（ｎ=657) 68.0 74.1 63.6 43.1 47.9 28.9 65.0 39.1

所得区分Ⅲ（ｎ=233) 70.4 68.7 57.1 43.8 48.1 26.2 60.9 37.8

好きなこ
と、やり
たいこと
ができる

自分の意
見を言え
る、聴い
てもらえ
る

新しいこ
とを学ぶ
ことがで
きる

勉強や宿
題ができ
る

食事をす
ることが
できる

その他 特にない
不明・無
回答

市全体（ｎ=2,436) 71.3 43.1 27.3 31.0 49.9 4.4 5.3 4.5

所得区分Ⅰ（ｎ=1,176) 73.4 43.5 29.0 31.3 50.4 5.1 4.8 4.4

所得区分Ⅱ（ｎ=748) 71.3 44.1 25.3 30.3 51.6 4.4 5.2 5.6

所得区分Ⅲ（ｎ=231) 63.6 40.3 25.5 29.4 44.2 1.7 7.8 3.0

市全体（ｎ=2,323) 75.8 39.2 26.0 27.0 41.9 1.9 4.6 2.7

所得区分Ⅰ（ｎ=1,149) 75.8 39.9 25.8 26.6 41.1 1.8 4.3 2.3

所得区分Ⅱ（ｎ=657) 77.9 38.2 25.0 26.0 44.6 1.5 4.7 2.9

所得区分Ⅲ（ｎ=233) 73.8 39.9 28.3 29.2 38.2 3.0 6.4 2.6

小
学
５
年
生

中
学
２
年
生

小
学
５
年
生

中
学
２
年
生

居場所に関する調査結果の分析

◼ 小中高生ともに居場所になるような場所がほしいという割合が
約３、４割となっている。

◼ 家や学校以外で居場所では、習い事（塾やスポーツクラブ）や
ショッピングセンターなど居場所づくりを目的として行われて
いるものではないが、結果として居場所となっているものが一
定数ある。

◼ インターネットを通じたゲームやＳＮＳなども居場所と感じて
いる。

◼ 居場所に求められる条件として、次のニーズが高い。
・ありのまま、素のままでいられる
・信頼できる人、味方になってくれる人がいる
・好きなこと、やりたいことができる
・くつろげる環境が整っていて、一人で居ても気にならない
・いつでも行きたい時に行ける

◼ 中学生の地域の行事や活動への参加意欲は７４．４％と高い。

◼ 地域の行事に求められる内容は、次のニーズが高い。
・趣味の活動ができること
・同じ年ごろの子と一緒に遊んだり、活動したりできること

趣味嗜好や人間関係などの心理面、アクセスや安全性など
の物理面、開催頻度などの時間面の関係性が満たされて居
場所となり得ると想定されることから、多様なニーズが考
えられるため、居場所づくりにあたっては、こどもの視点
に立ち、柔軟性を持って取り組む必要がある。

考察

（％）
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33.8 

26.2 

13.9 

1.9 

1.2 

1.5 

7.6 

12.4 

1.0 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40%

週に30時間以上で働いている

週に16時間以上、30時間未満で働いている

週に16時間未満で働いている

休職中だが、週に30時間以上での復帰を

予定している

休職中だが、週に30時間未満での復帰を

予定している

現在求職中である

現在仕事をしていない（休職中を含む）が、

仕事をしたい（復帰したい）

現在仕事をしておらず（休職中を含む）、

今のところ仕事をする（復帰する）予定はない

その他

不明・無回答

母親（N=4,210）

27.9 

16.8 

6.9 

10.7 

3.4 

1.1 

17.6 

13.4 

1.1 

1.2 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

週に30時間以上で働いている

週に16時間以上、30時間未満で働いている

週に16時間未満で働いている

休職中だが、週に30時間以上での復帰を予定している

休職中だが、週に30時間未満での復帰を予定している

現在求職中である

現在仕事をしていない（休職中を含む）が、仕事をしたい

（復帰したい）

現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ仕事を

する（復帰する）予定はない

その他

不明・無回答

令和６年就学前（N=2,401）

13

母親の就労状況（未就学児保護者）

◆ 「週３０時間以上で働いている」が２７．９％と最も多い。
◆ 「現在は仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ仕

事をする（復帰する）予定はないが１３．４％。

問：あて名のお子さんの母親の現在の就労状況についてお答えく
ださい。

保護者

問：お子さんの母親の現在の就労状況についてお答えください。

◆ 「週３０時間以上で働いている」が３３．８％と最も多い。
◆ 「現在は仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ仕

事をする（復帰する）予定はないが１２．４％。

母親の就労状況について、「現在は仕事をしておらず、今のところ仕事をする予定はない」の回答が未就学児保護者で１３．
４％、小学生低学年保護者で１２．４％となり、子育てをしながら仕事をしている・したいと考える母親が９割弱となった。
また、小学生低学年保護者では、７３．９％が就労時間数に差はあるものの「働いている」と回答している。この結果から、
保育ニーズや共働き世帯の子育て支援ニーズの増加が予想される。

分析
考察

母親の就労状況（小学生低学年保護者）

・子育て世代の女性の就業率の上昇について
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・子どもの学習時間や遊び・体験活動について

学習時間について

◆ 小・中学生ともに所得区分が低いほど勉強時間が少なく、前
回調査と比べて全体的に勉強時間が短くなっている。

問：あなたは、ふだん学校の授業以外に、１日あたりどれくらい
の時間勉強をしますか。

小５・中２

問：あなたは、おうちの人と下に書いてあるようなことをするこ
と・したことがありますか。【複数回答】

前回調査に比べ、学習時間の減少が見られる。また、所得
区分が低いほど「まったくしない」「３０分より少ない」
の割合が高くなっている。遊びや体験活動については、所
得区分が低いほど少ない。これらの結果から、学習支援や
体験などの機会創出が求められる。

分析
考察

単位（％）

小さいころ

に本や絵本

を読んでも

らった

手作りのお

やつを作る

図書館に行

く

動物園・水

族館に行く

博物館・美

術館に行く

コンサー

ト・音楽会

に行く

新聞や

ニュースに

ついて話を

する

パソコンを

使ってしら

べものをす

る

地域の行事

に参加する

泊まりがけ

で家族旅行

に行く

あてはまる

ものはない

不明・無回

答

市全体（N=2,436） 77.6 70.6 61.4 84.6 50.8 32.8 54.6 47.8 67.6 83.0 1.3 3.2

所得区分１(N=1,176) 81.5 73.6 68.0 88.6 57.3 38.9 60.8 52.6 72.4 90.1 0.3 3.2

所得区分２（N=748） 75.3 68.6 59.1 83.4 49.1 28.5 50.7 46.3 68.9 80.3 1.7 3.1

所得区分３（N=231） 69.3 66.7 41.6 73.6 35.5 22.5 42.9 35.9 49.8 67.5 2.2 3.5

市全体（N=2,323） 80.4 69.2 62.6 87.7 52.2 37.8 64.8 49.9 68.1 86.4 1.3 2.4

所得区分１(N=1,149) 85.1 71.8 69.2 90.0 58.7 42.7 69.4 55.7 70.3 91.1 0.6 2.1

所得区分２（N=657） 77.5 68.8 56.8 87.7 47.3 34.7 61.5 44.4 67.9 83.6 1.5 2.3

所得区分３（N=233） 69.5 63.5 45.5 79.0 34.3 25.8 52.4 35.6 62.7 79.4 4.3 3.0

小

学

５

年

生

中

学

２

年

生

遊びや体験活動の状況

◆ ほとんどの項目で所得区分が低いほど「ある」の回答が少ない。
◆ 「図書館に行く」「地域の行事に参加する」といった、必ずしも

経済的負担を伴わないと考えられる項目についても、経済状況に
よる差が見られる。

単位（％）

小さいころ

に本や絵本

を読んでも

らった

手作りのお

やつを作る

図書館に行

く

動物園・水

族館に行く

博物館・美

術館に行く

コンサー

ト・音楽会

に行く

新聞や

ニュースに

ついて話を

する

パソコンを

使ってしら

べものをす

る

地域の行事

に参加する

泊まりがけ

で家族旅行

に行く

あてはまる

ものはない

不明・無回

答

市全体（N=2,436） 77.6 70.6 61.4 84.6 50.8 32.8 54.6 47.8 67.6 83.0 1.3 3.2

所得区分１(N=1,176) 81.5 73.6 68.0 88.6 57.3 38.9 60.8 52.6 72.4 90.1 0.3 3.2

所得区分２（N=748） 75.3 68.6 59.1 83.4 49.1 28.5 50.7 46.3 68.9 80.3 1.7 3.1

所得区分３（N=231） 69.3 66.7 41.6 73.6 35.5 22.5 42.9 35.9 49.8 67.5 2.2 3.5

市全体（N=2,323） 80.4 69.2 62.6 87.7 52.2 37.8 64.8 49.9 68.1 86.4 1.3 2.4

所得区分１(N=1,149) 85.1 71.8 69.2 90.0 58.7 42.7 69.4 55.7 70.3 91.1 0.6 2.1

所得区分２（N=657） 77.5 68.8 56.8 87.7 47.3 34.7 61.5 44.4 67.9 83.6 1.5 2.3

所得区分３（N=233） 69.5 63.5 45.5 79.0 34.3 25.8 52.4 35.6 62.7 79.4 4.3 3.0

小

学

５

年

生

中

学

２

年

生

まったく
しない

３０分よ
り少ない

３０分以
上、１時
間より少
ない

１時間以
上、２時
間より少
ない

２時間以
上、３時
間より少
ない

３時間以
上

不明・
無回答

市全体（ｎ=2,596) 5.0 16.9 36.4 28.4 7.6 4.4 1.1

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029) 3.0 15.7 36.3 30.1 8.4 5.4 1.0

所得区分Ⅱ（ｎ=822) 5.8 17.0 39.2 26.6 6.4 3.8 1.1

所得区分Ⅲ（ｎ=206) 11.7 27.2 29.6 24.8 2.9 1.5 2.4

市全体（ｎ=2,425) 7.4 17.3 26.9 31.1 11.8 4.8 0.7

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028) 5.6 15.6 26.4 32.8 13.2 5.8 0.6

所得区分Ⅱ（ｎ=775) 7.7 18.3 28.3 31.4 10.8 2.8 0.6

所得区分Ⅲ（ｎ=224) 13.4 22.3 25.9 24.6 8.0 4.5 1.3

小
学
５
年
生

中
学
２
年
生

前回調査（令和４年）

まったく
しない

３０分よ
り少ない

３０分以
上、１時
間より少
ない

１時間以
上、２時
間より少
ない

２時間以
上、３時
間より少
ない

３時間以
上

不明・無
回答

市全体（ｎ=2,436) 5.1 18.6 39.1 25.1 6.5 3.4 2.1

所得区分Ⅰ（ｎ=1,176) 3.1 16.5 40.1 27.4 7.3 3.7 2.0

所得区分Ⅱ（ｎ=748) 6.0 19.5 38.9 25.1 5.7 3.1 1.6

所得区分Ⅲ（ｎ=231) 10.4 25.1 33.3 19.5 5.2 3.9 2.6

市全体（ｎ=2,323) 13.0 21.3 26.1 24.9 10.2 3.0 1.6

所得区分Ⅰ（ｎ=1,149) 9.8 19.1 26.7 28.4 12.4 2.5 1.0

所得区分Ⅱ（ｎ=657) 14.5 24.2 25.7 22.4 8.5 2.9 1.8

所得区分Ⅲ（ｎ=233) 21.5 21.5 28.3 15.9 6.9 3.4 2.6

小
学
５
年
生

中
学
２
年
生

今回調査（令和６年）

（％）

（％）

（％）
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単位（％）

保護者が家に

いないときに

子どもを預か

る場やサービ

スの提供

安い家賃で住

める住居

生活や就学の

ための経済的

援助（給付金

や貸付など）

進路や生活な

どについて何

でも相談でき

るところ

仲間と出会

え、一緒に活

動できるとこ

ろ

自然体験や集

団遊びなどの

多様な活動機

会の提供

地域における

子どもの居場

所の提供

読み書き計算

などの基本的

な学習への支

援

会社等での職

場体験などの

機会の提供

市全体（N=2,436） 29.6 12.9 35.7 24.5 32.8 29.3 23.7 16.9 32.6

所得区分１(N=1,176) 32.7 7.1 25.8 24.9 38.0 34.5 25.4 14.1 37.1

所得区分２（N=748） 28.2 15.5 44.5 26.3 30.5 25.4 24.5 19.7 32.2

所得区分３（N=231） 28.6 36.8 63.2 18.2 23.4 21.2 20.8 27.7 20.8

市全体（N=2,323） 14.6 14.0 38.2 28.3 28.2 17.6 14.6 12.7 32.5

所得区分１(N=1,149) 14.6 7.2 26.9 29.5 30.4 20.4 15.1 10.8 35.5

所得区分２（N=657） 15.1 15.8 49.6 27.5 27.9 16.6 15.2 13.7 32.1

所得区分３（N=233） 13.3 39.9 64.4 29.6 27.5 12.9 13.7 18.9 27.0

仕事に就ける

ようにするた

めの就労に関

する支援

子どものみで

無料もしくは

安価で食事が

できる場所の

提供

進学や資格を

取るための発

展的な学習へ

の支援

その他 特にない 不明・無回答

市全体（N=2,436） 21.7 18.1 52.1 3.9 8.2 2.3

所得区分１(N=1,176) 20.6 14.9 53.4 4.4 8.7 1.4

所得区分２（N=748） 23.7 21.1 54.8 3.9 6.8 0.7

所得区分３（N=231） 23.4 29.0 50.2 1.7 6.1 2.2

市全体（N=2,323） 23.8 14.2 56.8 3.2 11.2 2.7

所得区分１(N=1,149) 20.9 10.8 56.8 3.0 12.1 0.9

所得区分２（N=657） 27.7 16.6 58.4 3.2 9.9 1.4

所得区分３（N=233） 28.3 26.2 59.2 3.4 6.9 2.1

小

学

５

年

生

中

学

２

年

生

小

学

５

年

生

中

学

２

年

生

15

・支援のニーズについて

こどもや子育て当事者への支援

◆ 小・中学生ともに所得区分が低いほど「安い家賃で住める住居」「生活や就学のための経済的援助」「読み書き計算などの基本的
な学習への支援」「子どものみで無料もしくは安価で食事ができる場所の提供」が多く、「自然体験や集団遊びなどの多様な活動
機会の提供」「会社等での職場体験などの機会の提供」が少ない

問：お子さんやあなたにとって、現在、または将来的に、どのような支援があるとよいと思いますか。【複数回答】

保護者

所得区分が低いほど衣食住などの基礎的なニーズに関する要望が多く、所得区分が高いほど子どもの経験の幅を広げるなどの
発展的なニーズに関する要望が高いことから、基礎的なニーズの充足に課題を抱える世帯は、発展的なニーズにまで保護者が
思いを巡らせることが難しい状況にあるため、アウトリーチが求められる。

分析
考察
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こども未来部の取り組む
こどもの居場所づくり

16
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・四日市市のこどもの居場所に関する取り組みについて

１．施策の目的

保護者が労働等により昼間家庭にいない児童に、適切な遊びや生活の場を提供し、健全な育成を図るため、地域の運営委員会が設置・運営する学童保
育所に対して、運営や施設整備、指導員の処遇改善等に必要となる経費の補助を行うほか、研修体制の充実による保育の質の向上や、学校施設や公共周
辺施設の利活用による受け入れ枠の拡大を図る。

２．施策の内容

【学童保育所への支援】
（１）量の確保と安全性の向上

・利用児童数の増加に応じ、施設の新築や増改築を支援し、受け入れ枠の拡大を行う。
・学校施設をはじめ、閉園した幼稚園などの学校周辺公共施設の利活用を推進する。
・児童の健全育成のため、学童保育所の生活環境を向上できるよう、施設の環境整備を支援する。

（２）研修体制の充実と人材の確保
・学童保育所指導員の研修体制を充実し、保育の質の向上を図る。
・学童保育所指導員の処遇改善を支援し、安定した継続雇用を進める。
・学生に対し学童保育の事業説明会などを開催し、人材の確保を行う。

（３）安定した運営基盤の整備
・学童保育所を運営する地域の運営委員会の負担軽減を図るため、各学童の課題に対し、
相談等支援を行うほか、外部委託に向けた支援に取り組む。

３．今後の方針など

少子化が進む中においても、共働き家庭の増加や、核家族化の進行など社会状況の変化により、学童保育所の利用ニーズは高まり続けている。この状
況に対応するため、今後も引き続き、民設民営で運営されている学童保育所に対し、個々の運営委員会が抱える課題に対し、上記の通りきめ細やかな支
援を行い、課題の解決に向けて取り組みを進めていく。

事業名：放課後児童健全育成事業（学童保育所）

補助

相談等
支援

令和５年度事業実績

・令和５年度は、施設が７２か所、７９クラス、利用児童数が２６１０人となった。
（令和４年度：６９か所、７４クラス、２，４５７人）

・指導員のキャリアに応じた階層別研修を実施し、延べ５９４人が受講した。
・全ての学童保育所に対して、巡回訪問及び監査を実施した。
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・四日市市のこどもの居場所に関する取り組みについて

１．施策の目的

多様かつ複合的な困難を抱えるこどもたちに対し、地域の実情を踏まえ、地域にある様々な場所の活用を促して、安心安全で気軽に立ち寄ることがで
きる食事等の提供場所を設けるとともに、支援が必要なこどもを早期に発見し、行政等の適切な支援機関につなげる仕組みをつくることによって、こど
もに対する地域の支援体制を強化するため、子ども食堂等のこどもの居場所づくり等に関する事業を実施する団体に対し、その事業に要する経費の全部
又は一部を補助する。

２．施策の内容

○ 主な補助対象事業
（１）こどもの食事の支援又は生活支援を行う事業（子ども食堂、フードパントリー）※低額または無料で実施すること
（２）こどもに学習機会の提供を行う事業 ※無料で実施すること

○ 主な補助要件
・月１回以上実施すること。
・周囲の環境等に配慮し、実施すること。
・責任者・責任者補助を配置すること。
・こどもの支援に関わる行政等の支援機関を周知するように努めること。
・国又は地方公共団体からの補助金等の交付を受けていないこと。

○ 補助金：１団体あたり上限１５０万円 補助率：１０／１０

３．今後の方針など

補助団体は増加しており、認知度も高まり、利用者数も増加している。利用者の定着が見られるところもあり、こどもの居場所となっているように見
受けられるが、活動を始めたところであったり、開催頻度が月１回、多くても週１回程度であったりするなど、質と量を高めていく必要がある。
また、補助対象事業は先述の３事業であり、多様な居場所を創出するためには、対象の拡大を検討する必要がある。
今後は、調査結果や補助団体の意見を踏まえ、補助制度の見直しを検討する。

事業名：四日市市子ども食堂等支援事業費補助金

支援

相談等

令和５年度事業実績

・補助団体数：１３団体（子ども食堂・フードパントリー１１件、学習支援２件）
・子ども食堂等開催回数：１６４回
・延べ利用者数：９，９７１人（こども：６，３０３人、大人：３，６６８人）
・行政等の相談窓口への案内件数：８件
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・四日市市のこどもの居場所に関する取り組みについて

１．施策の目的

現代において核家族化や情報化社会の進展により、他者と関わる経験が少ない青少年が増加しており、そのような青少年に対し他者と交流する機会と
場所を提供することが社会において必要とされている。この事業は、青少年の健全育成及び非行防止活動の一環として、他者との関わりを求める青少年
を対象として、気軽に集い大人を含む他者と関わりあうことのできる場を提供することにより、子どもと若者の自主活動に対する支援を行うことを目的
とする。

２．施策の内容

○ 委託による居場所の開所
（１）登校サポートセンターふれあい：毎週土曜日、日曜日 午前９時から午後５時まで
（２）総合会館：年１２回指定日曜日 午前９時から午後４時３０分まで

○ 主な事業内容
・気軽に利用できる場の確保と環境整備。
・利用者へのアドバイス、利用者の悩み等の相談対応。
・催し物等の企画・立案・運営とチラシの印刷・発送。
・活動状況等の発信。
・ボランティアの養成と受け入れ。

３．今後の方針など

登校サポートセンターふれあいにおいては、スポーツや音楽などの好きなことができることから特定の利用者の定着が見られ、居場所となっている。
一方で、アクセスや開所日数などの条件から、利用できるこどもは限定的な状況となっている。
今後は、多様な居場所を創出するため、市内におけるこどもの居場所を調査し、ニーズに応じた居場所を創出するための実証的事業の実施を検討しつ

つ、試行錯誤しながら、居場所づくりを進める。

事業名：子どもと若者の居場所づくり事業

令和５年度事業実績

・委託先：一般社団法人子育て支援ネットワーク・トゥモローズ
・登校サポートセンターふれあいの居場所：１００回
延べ利用者数：６５１人（青少年：５９６人、大人：５５人）

・総合会館の居場所：１０回
延べ利用者数：６６２人（青少年：３３２人、大人：３３０人）

・総合会館では障害のある子どもたちによる音楽ひろば「かなでーる」を開催
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・四日市市のこどもの居場所に関する取り組みについて

１．施策の目的

こどもに健全な遊びや体験活動を提供し、個別的・集団的に指導や援助を行い、こどもの心身ともに健やかな育成を図ることを目的とする。

２．施策の内容

○ 対象
・１８歳未満の児童とその保護者

○ 市内の児童館
①こどもの家（諏訪栄町２２－２５）
②北部児童館（富州原町３１－５０）
③塩浜児童館（大字塩浜８８７－１）
④こども子育て交流プラザ（東新町２６－３２ 橋北交流会館４階）
※移動児童館（塩浜児童館内）

○ 開館日時
火～土 ９：００～１７：００
夏期（５月～８月）は９：３０～１７：３０ 春休み・夏休みは月曜も開館

※ただし、④こども子育て交流プラザは年末年始を除き、毎日（土、日、祝も開館）
９：００～１９：００（小学生以下は１７：００まで（夏期は１７：３０まで））

○ 主な事業内容
・自由遊び、工作、運動遊び、クラブ活動、じどうかんまつりなどのイベント

３．今後の方針など

引き続き児童が魅力を感じるような活動を実施し、より多くの児童に参加を呼び掛けていく。また、活動内容について、こどもの意見を取り入れるよ
う努め、事業の充実を図る。

事業名：児童館（移動児童館・こども子育て交流プラザ）における体験活動

令和５年度事業実績

・延べ利用者数：８１，４０３人（こども：５５，５９５人、大人：２５，８０８人）
・移動児童館実施回数：１７６回（実施地区：２３地区）
・移動児童館利用者数：１０，１５９人（こども：６，７５５人、大人：３，４０４人）

児童館がない地域を
中心に、遊びの指導や
遊具の貸し出しを実施

移動児童館

１ ２

３ ４

※
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教育委員会の取り組む
こどもの居場所づくり
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・四日市市議会が橋北中学校で実施したワイ！ワイ！ＧＩＫＡＩについて

【令和６年１月１５日教育民生常任委員会所管事務調査資料】

学校現場や社会を取り巻く状況を踏まえ、生徒が日ごろから課題と感じていることについて、主権者教育の観点から、中
学生と市議会議員との討論を通して、中学生の意見を議会における今後の議論の参考にするため、令和５年１１月２７日
（月）に橋北中学校にて実施された。

中学生

子どもの意見からは、部活動や勉強場所について、それぞれの活動場所の新たな創設や現内容の充実を求める積極的な意見がみられた。
こども未来部のアンケート結果も併せると、自身が好きなことややってみたいことが実現できる場、様々な人とつながれる場などを求
めている。そういった場所は、結果的に居場所としてなりうる。
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・四日市市教育委員会のこどもの居場所に関する取り組みについて

１．施策の目的

中学校の部活動については、子どもたちの自主的で多様な学びや成長の場であった部活動の教育的意義を継続できるよう、学校と地域が連携しながら、
子どもたちが主体的にスポーツや文化芸術活動を選択し、参加できる場を確保していく。

２．施策の内容・今後の方針など

令和８年度以降の休日部活動の地域移行に向けて、中学生が休日
にスポーツ・文化活動を行える環境整備を進める。

（１）各種目団体による拠点型活動
現在は、剣道、軟式野球、ハンドボール、柔道にて実施（令和５

年度は吹奏楽を実施、本年度は硬式テニスを実施予定）。今後さら
に学校に設置されている部活動の全種目において、拠点型の活動が
できる体制づくりと、場所の確保に向けての協議を進める。

（２）総合型地域スポーツクラブとの連携
現在４団体（楠スポーツクラブ、みえさんさん、うつべ☆スター、

ビバ橋北）との連携をしており、今後も継続していく。

（３）部活動指導員の確保
専門的な技術指導を行うことで単独指導ができ、現在の体制を継

続する（地域移行後の休日の部活動指導員は廃止）。

（４）部活動の地域移行モデルについて調査研究
「四日市市部活動在り方検討会」で本市の状況に応じた部活動の

地域移行について議論し方針を示すため、市内中学校部活動の受け
入れ可能な各団体、各種協会等の調査、派遣可能な指導者調査等に
ついて本年度調査業務委託を行っている。

事業名：部活動の地域移行
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・四日市市教育委員会のこどもの居場所に関する取り組みについて

１．施策の目的

生活背景の厳しい状況等から教育的に不利な環境下にある子どもたちの基礎学力の定着及び学習意欲の向上をめざし、地域・家庭・学校が一体となっ
て学習支援等を行う。

２．施策の内容・今後の方針など

事業名：地域子ども教室

令和５年度 地域子ども教室等 実績 令和５年１２月末時点

参加者数 指導者数

（延人数） （延人数）

中学生
笹川ＵＲ集会所
西笹川中学校

放課後、土曜日
長期休業中

213 1,591 375

小学生
笹川ＵＲ集会所

笹川小学校
放課後、土曜日

長期休業中
122 2,615 792

中学生
三重平中学校

三重団地集会所
放課後

長期休業中
22 137 62

小学生 三重団地集会所 夏季休業中 3 38 12

中学生 中部中学校 放課後 15 129 30

小学生 中央小学校 夏季休業中 3 28 5

中学生 大池中学校 6 46 19

小学生 県地区市民センター 6 125 22

楠中学校区
（R1～）

中学生
小学生

楠地区市民センター 長期休業中 4 76 21

三滝中学校区
（R2～）

中学生 三滝中学校 放課後 10 158 30

朝明中学校区
（R3～）

小学生 地域施設 土曜日 37 172 110

実施
回数

三重平中学校区
（H26～）

中部中学校区
（H27～）

大池中学校区
（H28～）

長期休業中

実施時期場所
　　実施校区　・　対象
　（開始年度）

西笹川中学校区
（H25～）

本事業は、平成２５年度に三重県（人権教育課）か
らの受託事業である「子ども支援ネットワーク構築事
業」として、各年度１校区を選定し、人権教育の視点
から、「教育的に不利な環境にある子どもたちの自尊
感情や学習意欲の向上を図る。」ことを目的として開
始した。以降、三重県の「地域と学校の連携・協働体
制構築事業補助金」を活用し、現在まで事業を継続し
ている。

地域・家庭・学校で構成する地域子ども教室運営委
員会が、地域による学校支援のあり方を検討するとと
もに、教員経験者や大学生などの地域住民による学習
支援員が中心となって、放課後や長期休業時等におけ
る子どもたちの自主学習を支援する地域子ども教室活
動を行う。

小学生 中学生
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・四日市市教育委員会のこどもの居場所に関する取り組みについて

１．施策の目的

保護者および地域住民等が一定の責任を持って学校運営へ参画し、「学校づくりビジョン」の実現に向けた学校運営及び学校教育活動の充実を図るた
め、平成１８年度からモデル校として３校の調査研究をはじめ、平成２２年度からは、順次「四日市版コミュニティスクール」を指定し、令和３年度を
もって市内全小中学校（５９校）を指定した。地域における子どもたちの居場所づくりについて、地域住民の参画による放課後等の学習支援や体験活動
の実施等、四日市版コミュニティスクールの活動充実を進めていく。

２．施策の内容・今後の方針など

事業名：コミュニティスクールの新しい取り組み

ｅスポーツ

「放課後デザイン」（三重平中学校）
ＰＴＡが主催して、コミュニティスクール、総合型地域スポーツ

クラブ、学校の４者で「放課後デザイン運営委員会」を設置。活動
に賛同していただいた企業や団体等の協賛・協力を得ながら、週に
１回、放課後の活動について、学校部活動だけでなく、サークル活
動や校外活動等から生徒が選択し、自己の活動目標をたて、計画的
に行動し、自己評価をしたり、新たな目標設定をして取り組んだり
する。 モルック 漫画イラスト

「防災部」（橋北中学校）
生徒の防災知識や技能の向上、将来的に地域で活躍する人材の育

成を目的とした「防災部」を発足。月に1回、地区の防災協議会の
会員らが指導者となり、小学校での防災教育の指導補助や啓発資料
の作成、校区内の防災フェスタや中学校での防災体験学習等、活動
の場を広げている。

ミィーティングの様子 防災体験学習
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・四日市市教育委員会のこどもの居場所に関する取り組みについて

１．施策の目的

登校サポートセンターを核とし、校内ふれあい教室設置校に配置される登校サポート教員や全小中学校に設置する登校サポート委員会と連携した取り
組みを進めることで、不登校支援体制の充実・強化を図る。

２．施策の内容・今後の方針など

事業名：不登校対策推進事業

令和５年度中学３年生不登校生徒の進路状況は、未定が１４名で全体の
７％を占めている（速報値）。早期から、不登校生徒の計画的な進路指導
や関係機関につなげる体制づくりを促進するとともに、中学校３年生に向
けた「義務教育修了後の相談窓口一覧」の確実な配付等、中学校卒業後の
支援に関する情報提供や相談対応など、保護者の不安に寄り添った支援の
充実を行う。
また、関連部局と連携し、中学卒業後も継続した支援を行うことができ

る体制について検討する必要がある。

（１）登校サポートセンターにおける支援
本市不登校対策の核として、「ふれあい・わくわくでの支援」「アウ

トリーチ（登校サポートアドバイザーやふれあいフレンド）による学
校・家庭支援」等を行う。

（２）校内ふれあい教室の全校設置（２２中学校）
令和７年度までに、全中学校校内へのふれあい教室設置及び専任教員

の配置を完了できるようにする。すでに１８校への設置を完了しており、
令和７年度に残り４校を新設する予定である。

（３）メタバース空間を活用したオンラインでの不登校支援の調査研究
本市における不登校児童生徒の多様な学びの場の更なる確保に向けて、

令和６年度は市内の校内ふれあい教室入級生を対象に、試用及びニーズ
調査を実施し、メタバース空間の外部委託についての研究を行う。

（４）学びの多様化学校の調査研究
三重県教育委員会の動向や本市におけるニーズ等を勘案しつつ、他自

治体の先行事例を研究し、実現に向けた可能性を探る。

（５）子どもの新しい居場所となる外部機関との連携
市内のフリースクール等、不登校児童生徒の居場所を提供している民

間施設・民間団体との連絡会議を開催し、本市の不登校対策について周
知するとともに、不登校児童生徒のニーズや抱える課題についての情報
共有を図り、有効な連携について研究する。併せて、有効な連携を図っ
ている他自治体の先行事例についても情報収集する。


